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相模JIIの総延長は114o\'a~n;L'す
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しようか。

ム山中滋 8相模湖

祭主雪怒無形民総文
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81ぎそう科

3入 82人 C1人

平塚市は臼/.f;:.ーの

ばらの生産駒践とい

われていきますが、

ぱらの花こと1d:1芯
鍔でしょうか。

A初完京 日恋愛 C片恕い

、
し
が
で
す

る

ま

な
い

に
て
つ
つ
く

持
M

い

を
は

事

数

エ

昨

陣

織

病

樹

挫

の

は
〉

抽

出

向

病
州
出

開
国
〈

市

後

か

夜

波

う

岡
崎
忍
よ

A50015夜 830015転
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結婚しているでしょうか。

ム出生jま8人 結鐙1<t6綴
8出生はち人 事事長警はどi組

7j';!五 (Fヨ18) Iこ霊32童されるま手
資状!])枚数i家、 -t空機平均 (r手塚
子宮〉潟1還でしょうか。

メミ約50議 日約80透

総会公襲警の日本皇室宮警にある、一枚石でできて

いる反り矯の長さは{習はでしょうか。

A4.4l'n; 86.4京高 C8.MN 
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Z手塚市治E語体重警の慾!こj法務泊線
設、体予審銭、キャンプ著書などが

ありさ安すが、次のどちら!こある

でしょうか。

A祭主Z長路震宮
85え主義務ケ議開

松器等ぬ!とあるコド致1l!3:E1主意義jま次のどさヲ
らでしょうか。

メミ祭主君主主主霊重要文化財

8題言語言定菱重喜文化お
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市民のす主主主でしこの才若手宇の護支は将校でしょうか。
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元

と主

箆指定史軍事五鎮ケ合員潔から

出土したこ仁擦は符という土緩

でしょうか。
年

結

A弥生主主二七著書
8縄文式ニヒ著書
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